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予　

算

■
平
成
30
年
度
一
般
会
計
補
正

　

予
算
（
第
11
号
）

　

１
億
７
１
３
５
万
円
が
減
額
さ
れ

予
算
の
総
額
が
49
億
３
５
１
１
万

円
に
な
り
ま
し
た
。

【
主
な
歳
入
】

・
普
通
交
付
税

１
億
２
７
２
２
万
円

・
ふ
る
さ
と
応
援
事
業
寄
付
金

 

７
５
０
０
万
円

・
財
政
調
整
基
金
繰
入
金

　

▲
４
億
７
９
０
０
万
円

・
前
年
度
繰
越
金

　
　
　
　
　

１
億
４
１
７
３
万
円

【
主
な
歳
出
】

・
ふ
る
さ
と
応
援
事
業
基
金
積
立
金

７
５
０
０
万
円

・
道
営
土
地
改
良
事
業
等
負
担
金

　

▲
２
５
３
３
万
円

・
若
里
基
線
道
路
改
良
舗
装
工
事

　

▲
３
４
３
６
万
円

・
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
繰
出
金

　

▲
２
６
１
１
万
円

２

　第１回定例会が３月６日から１３日の間で開

催され、議案１９件、承認３件、同意１件、発

議１件の審議を行い、いずれも原案のとおり可

決しました。

（平成３１年度当初予算については６～１０項の

「特集　まちの予算をみる」をご覧ください。）

・審議した議案①　

　　
　
　
　

■
平
成
30
年
度
簡
易
水
道
特
別

　

会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　

２
８
８
７
万
円
が
減
額
さ
れ
、

予
算
の
総
額
が
３
億
39
万
円
に
な

り
ま
し
た
。

【
主
な
歳
入
】

・
一
般
会
計
繰
入
金▲

１
７
１
９
万
円

【
主
な
歳
出
】

・
若
佐
簡
易
水
道
区
域
拡
張
事
業

　

費
負
担
金　

▲
１
９
６
１
万
円

■
平
成
30
年
度
国
民
健
康
保
険

　

特
別
会
計
補
正
予
算（

第
３
号
）

　

１
３
１
８
万
円
が
追
加
さ
れ
、

予
算
の
総
額
が
８
億
６
３
２
８
万

円
に
な
り
ま
し
た
。

【
主
な
歳
入
】

■
平
成
30
年
度
公
共
下
水
道
特

　

別
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

　

４
２
４
９
万
円
が
減
額
さ
れ
、

予
算
の
総
額
が
２
億
４
０
１
６
万

円
に
な
り
ま
し
た
。

【
主
な
歳
入
】

・
公
共
下
水
道
事
業
費
補
助
金

▲
１
５
４
０
万
円

・
公
共
下
水
道
事
業
費
債

▲
１
８
８
０
万
円

【
主
な
歳
出
】

・
下
水
道
管
理
セ
ン
タ
ー
設
備
改

　

修
工
事　
　

▲
２
８
６
０
万
円

■
平
成
30
年
度
介
護
保
険
特
別

　

会
計
補
正
予
算　

（
第
５
号
）

　

８
９
２
万
円
が
減
額
さ
れ
、
予

算
の
総
額
が
５
億
３
１
９
７
万
円

に
な
り
ま
し
た
。

【
主
な
歳
入
】

・
介
護
給
付
費
交
付
金
現
年
度
分

▲
９
１
３
万
円

■
平
成
30
年
度
一
般
会
計
補
正

　

予
算
（
第
12
号
）

　

予
算
の
総
額
に
増
減
は
有
り
ま

せ
ん
が
、
次
の
通
り
歳
出
予
算
が

補
正
さ
れ
ま
し
た
。

【
歳
出
】

・
佐
呂
間
小
学
校
煙
突
改
修
工
事

　
　
　
　
　
　
　
　

１
６
９
万
円

・
予
備
費　
　
　

▲
１
６
９
万
円

◎
平
成
30
年
度
一
般
会
計
補

　

正
予
算
（
第
11
号
）
か
ら

【
答
弁
】
町
有
地
６
件
と
建
物
１

件
を
売
却
し
た
こ
と
に
よ
る
増
額

補
正
で
、
売
却
し
た
町
有
地
は
若

里
１
件
、
知
来
２
件
、
永
代
町
２

件
、
仁
倉
１
件
で
す
。

　

建
物
１
件
に
つ
い
て
は
仁
倉
の

町
有
地
と
セ
ッ
ト
で
売
却
し
て
お

り
ま
す
。

 

・
そ
の
他
一
般
会
計
繰
入
金

▲
２
８
９
３
万
円

・
そ
の
他
繰
越
金

　
　
　
　
　

３
５
８
２
万
円

【
主
な
歳
出
】

・
国
庫
負
担
金
等
返
還
金　
　
　

１
３
１
７
万
円

役目を終え解体される予定の老人アパート

３

条　

例

■
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等

　

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

　

正
す
る
条
例
の
制
定

　

働
き
方
改
革
に
お
け
る
長
時
間

労
働
是
正
の
た
め
、
国
に
お
い
て

超
過
勤
務
命
令
を
行
う
事
が
で
き

る
上
限
を
定
め
た
こ
と
か
ら
、
国

に
準
じ
て
町
の
条
例
を
改
正
す
る

も
の
で
す
。

　・審議した議案②　

■
平
成
30
年
度
介
護
サ
ー
ビ
ス

　

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
４
号
）

　

２
４
５
万
円
が
減
額
さ
れ
、
予

算
の
総
額
が
２
億
３
１
９
３
万
円

に
な
り
ま
し
た
。

【
主
な
歳
入
】

・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
利
用
料

４
１
９
万
円

・
一
般
会
計
繰
入
金▲

１
５
７
１
万
円

・
前
年
度
繰
越
金　
　

４
９
６
万
円

【
主
な
歳
出
】

・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
運
営
に

　

要
す
る
経
費　
　

▲
１
９
７
万
円

■
平
成
30
年
度
後
期
高
齢
者
医

　

療
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

　

１
１
８
万
円
が
追
加
さ
れ
、
予

算
の
総
額
が
８
９
６
３
万
円
に
な

り
ま
し
た
。

【
主
な
歳
入
】

・
現
年
度
分
特
別
徴
収
保
険
料

▲
３
２
０
万
円

・
現
年
度
分
普
通
徴
収
保
険
料

４
９
５
万
円

【
主
な
歳
出
】

・
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
保

　

険
料
等
負
担　
　

１
５
５
万
円

そ
の
他

■
老
人
ア
パ
ー
ト
設
置
及
び
管

　

理
に
関
す
る
条
例
の
廃
止

　

入
居
者
が
安
心
ハ
ウ
ス
へ
転
居

し
た
こ
と
に
よ
り
、
無
人
に
な
っ

て
い
る
老
人
ア
パ
ー
ト
に
つ
い

て
、
施
設
が
老
朽
化
し
て
い
る
こ

と
か
ら
解
体
す
る
こ
と
と
し
、
関

係
す
る
条
例
を
廃
止
す
る
も
の
で

す
。

同　

意

■
オ
ホ
ー
ツ
ク
町
村
公
平
委
員

　

会
委
員
の
選
任
同
意

　

オ
ホ
ー
ツ
ク
町
村
公
平
委
員
会

委
員
と
し
て
、
次
の
方
の
再
任
に

つ
い
て
同
意
し
ま
し
た
。

◎
西
興
部
村　

高 

畑 

秀 

美　

氏

【
主
な
歳
出
】

・
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費

▲
５
８
６
万
円

■
専
決
処
分
の
承
認

　

北
海
道
市
町
村
総
合
事
務
組
合

規
約
の
制
定
並
び
に
廃
止
に
関
す

る
専
決
処
分
に
つ
い
て
承
認
し
ま

し
た
。

　

こ
れ
は
町
が
構
成
団
体
と
し
て

参
加
し
て
い
る
北
海
道
市
町
村
総

合
事
務
組
合
に
お
い
て
、
組
合
規

約
の
制
定
、
廃
止
を
行
う
た
め
、

全
て
の
構
成
団
体
の
速
や
か
な
議

決
が
必
要
と
な
っ
た
た
め
で
す
。

■
専
決
処
分
の
承
認

　

平
成
30
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
10
号
）
の
専
決
処
分
に
つ

い
て
承
認
し
ま
し
た
。

　

１
５
０
万
円
が
追
加
さ
れ
、
予

算
の
総
額
が
51
億
６
４
６
万
円
に

な
り
ま
し
た
。

【
主
な
歳
入
】

・
普
通
交
付
税

１
０
０
万
円

【
主
な
歳
出
】

・
修
繕
料
（
道
路
橋
梁
維
持
費
）

95
万
円

■
専
決
処
分
の
承
認

　

平
成
30
年
度
公
共
下
水
道
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）
の
専

決
処
分
に
つ
い
て
承
認
し
ま
し
た
。

　

２
４
９
万
円
が
追
加
さ
れ
、
予

算
の
総
額
が
２
億
８
２
６
６
万
円

に
な
り
ま
し
た
。

【
主
な
歳
入
】

・
前
年
度
繰
越
金

２
４
９
万
円

【
主
な
歳
出
】

・
産
業
廃
棄
物
処
理
委
託
料

１
８
１
万
円



平成３１年 ３月定例議会号平成３１年 ３月定例議会号
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・審議した議案③　

■
町
議
会
傍
聴
規
則
及
び
町
議

　

会
委
員
会
傍
聴
規
則
の
一
部

　

を
改
正
す
る
規
則
制
定

　

町
議
会
傍
聴
規
則
及
び
町
議
会

委
員
会
傍
聴
規
則
に
つ
い
て
、
個

人
情
報
保
護
の
観
点
か
ら
改
正
を

行
う
も
の
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
傍
聴
者
は
全
員
同
一

の
受
付
簿
へ
必
要
事
項
を
記
入
し

て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
改
正
に
よ

り
個
別
の
受
付
票
に
必
要
事
項
を

記
載
し
、
受
付
箱
に
投
函
す
る
方

法
に
変
更
に
な
り
、
個
人
情
報
が

他
の
傍
聴
者
の
目
に
触
れ
な
い
よ

う
に
な
り
ま
す
。

■
若
里
活
性
化
セ
ン
タ
ー
に
係

　

る
指
定
管
理
者
の
指
定

　

若
里
活
性
化
セ
ン
タ
ー
の
指
定

管
理
者
と
し
て
、
若
里
自
治
会
を

指
定
し
た
期
間
が
平
成
31
年
３
月

31
日
で
終
了
す
る
こ
と
か
ら
、
引

き
続
き
若
里
自
治
会
を
指
定
管
理

者
と
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し

た
。

・
管
理
を
行
わ
せ
る
施
設

　

若
里
活
性
化
セ
ン
タ
ー

・
指
定
す
る
指
定
管
理
者

　

若
里
自
治
会

　

自
治
会
長　

田
中　

剛

・
管
理
を
行
わ
せ
る
期
間

　

平
成
31
年
４
月
１
日
か
ら

令
和
11
年
３
月
31
日

■
漁
村
環
境
改
善
総
合
セ
ン
タ
ー

　

に
係
る
指
定
管
理
者
の
指
定

　

漁
村
環
境
改
善
総
合
セ
ン
タ
ー

の
指
定
管
理
者
と
し
て
、
佐
呂
間

漁
業
協
同
組
合
を
指
定
し
た
期
間

が
平
成
31
年
３
月
31
日
で
終
了
す

る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
佐
呂
間

漁
業
協
同
組
合
を
指
定
管
理
者
と

す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

・
管
理
を
行
わ
せ
る
施
設

　

漁
村
環
境
改
善
総
合
セ
ン
タ
ー

・
指
定
す
る
指
定
管
理
者

　

佐
呂
間
町
漁
業
協
同
組
合

　
　

代
表
理
事
組
合
長　

阿
部　

與
志
輝

・
管
理
を
行
わ
せ
る
期
間

　

平
成
31
年
４
月
１
日
か
ら

令
和
元
年
６
月
30
日

若里活性化センター

漁村環境改善総合センター

議会傍聴の受付方法が変わりました

 

　

５

■
都
農
町
か
ら
の
ふ
る
さ
と

　

応
援
寄
附
金

　

去
る
２
月
７
日
、
本
町
と
経
済

交
流
都
市
で
あ
り
ま
す
宮
崎
県

都
農
町
か
ら
河
野
町
長
及
び
稲
山

副
議
長
が
来
町
さ
れ
、
今
年
度
の

都
農
町
の
ふ
る
さ
と
納
税
収
益
か

ら
本
町
に
対
し
７
５
０
０
万
円
の

寄
附
金
の
申
し
入
れ
が
あ
り
ま
し

た
。

　

こ
の
申
し
入
れ
の
趣
旨
は
、
都

農
町
の
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
に

は
昨
年
10
月
末
ま
で
本
町
の
事
業

所
が
取
り
扱
う
ホ
タ
テ
、
鮭
、
イ

ク
ラ
な
ど
の
本
町
特
産
品
を
活
用

し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
昨
年
一
定

期
間
に
本
町
特
産
の
返
礼
品
に
寄

せ
ら
れ
た
寄
附
金
の
収
益
分
を
、

今
後
の
両
町
の
交
流
推
進
事
業
に

活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
の
こ

と
で
す
。

　

都
農
町
と
は
平
成
26
年
６
月
の

経
済
交
流
提
携
後
、
道
の
駅
に
お

け
る
物
産
交
流
や
観
光
物
産
協
会

を
中
心
に
両
町
物
産
イ
ベ
ン
ト
へ

の
相
互
参
加
な
ど
交
流
を
続
け
て

い
て
、
今
後
も
人
的
交
流
な
ど
を

は
じ
め
交
流
進
展
に
大
い
に
期
待

す
る
こ
と
か
ら
、
今
回
の
寄
附
の

申
し
入
れ
を
快
く
受
け
入
れ
る
こ

と
と
し
、
補
正
予
算
に
計
上
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

寄
附
金
に
つ
い
て
は
全
額
、
佐

呂
間
町
ふ
る
さ
と
応
援
基
金
に
積

立
て
、
物
産
事
業
を
は
じ
め
今
後

の
両
町
交
流
事
業
等
に
活
用
し
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

町長行政報告

（要　旨）

　

　・町長行政報告

■
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
被
災

　

地
支
援
と
し
て
２
回
目
の
職

　

員
派
遣

　

昨
年
９
月
６
日
に
発
生
し
た
北

海
道
胆
振
東
部
地
震
被
災
地
へ
の

派
遣
は
、
安
平
町
へ
の
短
期
派
遣

要
請
が
あ
り
、
２
名
の
職
員
を
１

月
９
日
か
ら
11
日
ま
で
の
３
日
間

派
遣
し
、
主
に
罹
災
証
明
現
地
調

査
（
第
２
次
）
の
業
務
支
援
を
行

い
ま
し
た
。

　

派
遣
職
員
か
ら
は
「
今
回
の
災

害
発
生
か
ら
数
ヶ
月
経
っ
た
今
も

な
お
、
地
震
に
よ
る
爪
痕
は
各
地

に
残
り
、
ま
だ
復
旧
は
終
わ
ら
な

い
こ
と
と
、
数
百
人
が
別
の
町
や

市
に
移
り
、
災
害
の
影
響
に
よ
る

人
口
減
少
が
大
き
な
課
題
で
あ
る

と
感
じ
、
こ
の
経
験
を
今
後
の
業

務
に
活
か
し
た
い
」
と
帰
庁
報
告

を
受
け
ま
し
た
。

　

短
期
で
は
あ
り
ま
す
が
、
派
遣

職
員
に
と
っ
て
も
貴
重
な
経
験
と

な
り
、
今
後
も
要
請
が
あ
っ
た
場

合
は
職
員
の
派
遣
を
検
討
し
、
被

災
地
の
皆
さ
ん
が
、
早
く
全
員
元

の
生
活
に
戻
れ
る
こ
と
を
切
に
望

み
ま
す
。

■
オ
ホ
ー
ツ
ク
サ
イ
ク
リ
ン
グ

　

の
終
了

　

昭
和
57
年
に
始
ま
っ
た
、
雄
武

町
か
ら
佐
呂
間
町
を
通
過
し
て
斜

里
町
ま
で
の
オ
ホ
ー
ツ
ク
沿
岸
、

最
長
２
０
０
キ
ロ
余
り
を
自
転
車

で
駆
け
抜
け
る
「
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
オ
ホ
ー
ツ
ク
サ
イ
ク
リ
ン
グ
」

は
２
月
25
日
に
開
催
さ
れ
た
実
行

両町の交流進展に期待（昨年の都農産業まつりの様子）

今年が最後の大会となるオホーツクサイクリング

委
員
会
の
決
定
に
よ
り
、
本
年
７

月
の
第
38
回
大
会
を
最
後
に
幕
を

閉
じ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
が
ピ
ー
ク
時
の
平
成
９

年
に
は
１
６
０
３
人
で
し
た
が
、

昨
年
は
４
８
５
人
に
ま
で
落
ち
込

み
、
様
々
な
試
み
で
参
加
者
を
募

り
ま
し
た
が
効
果
が
出
ず
継
続
が

困
難
に
な
っ
た
こ
と
が
大
き
な
要

因
で
す
。

　

本
年
７
月
が
最
後
と
な
る
イ
ベ

ン
ト
で
す
が
、
今
回
も
参
加
者
に

は
気
持
ち
良
く
町
を
通
過
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
に
応
援
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。


